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環水大大発第 号100804001
平 成 ２ ２ 年 ８ 月 ４ 日

都道府県

中核市、政令市 大気保全担当部（局） 長 殿

環境省水・大気環境局大気環境課長

大気汚染防止法施行規則の一部を改正する省令の施行について

大気汚染防止法施行規則の一部を改正する省令（平成２２年省令第１５号、以下「改正

省令」という ）が平成２２年８月４日に公布され、同日より一部施行された。。

今回の改正は日本工業規格（以下「規格」という ）Ｋ０１０６（排ガス中の塩素分析。

方法）の改正に伴い、所要の改正を行ったものであり、改正省令の内容及び留意するべき

事項は下記の通りであるので、改正省令の施行にあたって留意されたい。

記

第１ 改正省令の要点

１．公定法の範囲

、 、大気汚染防止法施行規則別表第３に掲げる有害物質の測定法は 下表のとおりであるが

大気汚染防止法（以下「大防法」という ）第３条の排出基準の適用及び第１６条のばい。

煙量等の測定に係る測定法（以下「公定法」という ）は、規格本体及び付属書（規定）。

とし、付属書（参考）は含まれないので留意すること。

有害物質 公定法

カドミウム及びその化合物 規格 Ｋ００８３

塩素 規格 Ｋ０１０６

塩化水素 規格 Ｋ０１０７

弗素、弗化水素及び弗化珪素 規格 Ｋ０１０５

鉛及びその化合物 規格 Ｋ００８３

２．規格の廃止に伴う措置

、 （ ）今般の規格の改正に伴い 規格から除外された測定法 規格 ０１０６の連続分析法K
は、改正省令附則の規定により、公定法として平成２２年１０月１日以降使用できなくな

るので、塩素の排出基準が適用されるばい煙排出事業者に対しその旨周知するとともに、

排出基準を適用する場合には留意すること。
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第２ その他留意すべき事項

１．規格の改廃に係る措置

今後の規格改正により規格に追加された公定法については、規格が工業標準化法（昭和

２４年法律第１８５号）の規定により公示された日から使用することができることとし、

規格から除外された測定法については、ばい煙排出事業者に対し公定法により測定するよ

う指導するとともに、排出基準を適用する場合には留意すること。

２．酸素濃度の測定法

ばいじん、窒素酸化物等の測定に際し必要となる排ガス中の酸素濃度の測定について、

オルザツトガス分析装置を用いる吸収法又はこれと同等の測定値が得られるものとして、

規格 Ｋ０３０１（排ガス中の酸素分析方法 （規格本体及び付属書（規定）に限る ）） 。

が該当することとするので、留意すること。


